
ラ
シ
ー
ヌ
の
＾
δ
8
＜
2
。
巴
8
ご
の
性
格
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
　
　
崎
　
　
正
　
　
明

　
　
　
　
は
し
が
き
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
い
つ
た
か
を
嚢
の
対
象
と
す
る
事
に
な
る
。
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
ラ
シ
ー
ヌ
は
三
七
才
の
若
さ
で
劇
作
家
の
生
活
に
終
止
符
を
う
つ
た
。
若
し
　
　
　
　
一
六
七
七
年
ど
い
う
年
は
、
ラ
シ
ー
ヌ
に
と
つ
て
実
に
目
ま
ぐ
る
し
い
年
で

彼
が
、
そ
の
ま
ま
、
死
に
至
る
約
二
三
年
間
を
劇
作
に
没
頭
し
て
い
た
ら
、
　
あ
つ
た
。
即
ち
同
生
旦
日
に
は
・
約
二
年
間
の
沈
黙
を
破
つ
て
・
ラ
シ
ー

フ
ラ
ン
ス
文
学
に
更
に
優
秀
な
作
品
を
付
け
加
え
て
い
た
か
も
知
れ
な
’
い
。
ラ
　
　
　
ヌ
最
後
の
霞
p
α
q
巴
8
箕
o
貯
昌
。
た
る
《
フ
ェ
ー
ド
ル
》
が
㌧
国
窪
匹
α
。
ま
・

シ
ー
ヌ
を
愛
す
る
者
に
と
つ
て
は
、
彼
の
劇
作
か
ら
の
引
退
は
誠
に
惜
し
ま
れ
　
　
ξ
σ
q
o
σ
q
滞
で
初
演
さ
れ
、
七
月
一
日
に
は
、
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ド
・
ロ
マ
ネ
と
の

て
な
ら
な
い
事
件
で
あ
る
。
従
来
、
こ
の
引
退
と
彼
の
O
。
β
＜
。
．
、
一
。
昌
と
は
密
　
　
－
結
婚
式
が
執
行
わ
れ
、
九
月
十
一
日
に
は
、
ポ
ワ
ロ
ー
と
共
に
ル
イ
大
王
か
ら
　
　
9

接
な
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
訳
で
あ
る
が
、
本
論
文
で
は
、
こ
の
ラ
　
　
　
正
式
に
王
の
史
官
（
窪
ω
δ
憎
δ
σ
q
田
℃
冨
）
に
任
命
さ
れ
た
。
ラ
シ
ー
ヌ
は
あ
れ
程

シ
ー
ヌ
の
○
。
昌
く
。
．
。
。
一
。
．
の
問
題
を
中
心
と
し
て
、
彼
の
宗
教
に
対
す
る
態
度
　
　
　
の
情
熱
を
燃
や
し
て
い
た
演
劇
の
世
界
か
ら
引
退
し
た
の
で
あ
る
。
全
く
神
秘

に
つ
い
て
、
検
討
し
て
み
よ
・
つ
と
思
・
つ
。
　
　
　
　
　
　
　
的
な
ヴ
・
－
ル
に
覆
わ
れ
た
事
件
と
い
つ
て
過
言
で
は
な
い
・
こ
の
よ
う
な
外

　
O
。
昌
＜
。
村
・
。
一
。
昌
と
は
、
　
『
9
、
、
。
⊆
、
、
。
仙
鐸
×
×
。
も
。
陣
Φ
巳
。
に
よ
れ
ば
、
e
＞
？
　
　
面
的
生
活
の
急
変
は
、
ラ
シ
ー
ヌ
の
内
的
な
面
に
大
き
な
動
揺
変
化
が
生
じ
た

昌
M

B
昌
山
。
ω
。
件
。
⊆
吋
昌
⇔
村
く
。
門
、
・
。
ξ
”
・
鉱
。
虞
濠
円
①
目
。
昌
け
・
。
・
；
9
翼
・
　
為
で
あ
る
と
考
え
る
の
も
舞
か
ら
ぬ
事
で
あ
ろ
　
・
で
は
果
し
三
六
七
七

村
。
一
喧
。
p
、
口
℃
簿
ω
。
。
9
α
q
。
畠
、
⊆
昌
。
〈
一
。
℃
。
⊆
。
穿
曾
。
茸
。
餅
鼠
℃
§
5
鐸
。
α
⑦
。
・
　
　
年
に
、
ラ
シ
ー
ヌ
の
心
に
突
然
革
命
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ユ
。
＜
。
一
噌
。
。
吋
。
一
一
α
q
一
。
二
×
と
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
G
・
ラ
ル
メ
は
、
ラ
シ
ー
ヌ
の
劇
作
引
退
の
最
大
の
原
因
を
彼
の
回
心
に
求

　
e
は
あ
る
宗
教
か
ら
他
の
宗
教
へ
と
移
る
事
、
所
謂
改
宗
で
あ
り
、
口
は
信
　
　
め
て
い
る
。
ラ
シ
ー
ヌ
が
《
フ
ェ
ー
ド
ル
▽
を
書
い
た
時
は
三
八
才
で
あ
つ

仰
の
饗
仏
り
を
意
味
す
高
、
心
で
あ
る
。
・
フ
シ
ま
は
ジ
、
、
ン
セ
ニ
ス
ム
以
外
　
た
。
三
八
才
と
い
え
ば
漸
く
老
年
へ
向
か
お
う
と
す
る
年
で
あ
り
・
死
と
か
宗

の
宗
教
は
知
つ
て
い
な
か
つ
た
゜
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
0
8
＜
。
邑
o
昌
と
い
え
　
　
、
教
等
の
問
題
が
次
第
に
入
の
心
を
占
め
て
く
る
時
期
で
あ
る
。
こ
の
様
な
年
令

ば
、
⇔
の
画
心
を
意
味
す
る
事
に
な
る
。
そ
れ
故
本
論
文
で
は
、
ラ
シ
ー
ヌ
が
　
　
　
に
達
し
た
ラ
シ
ー
ヌ
に
、
彼
の
幼
少
年
時
代
、
ポ
ー
ル
・
ロ
ワ
イ
せ
ル
に
於
い

ど
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
教
（
厳
密
に
は
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ム
）
の
信
仰
を
深
め
て
　
　
．
て
植
え
つ
け
ら
れ
た
宗
教
的
精
神
が
芽
を
ふ
き
出
し
、
彼
が
世
俗
的
栄
誉
を
求



あ
で
専
念
し
た
劇
作
か
ら
疲
を
離
葛
熾
ゑ
覆
奮
奮
税
磐
蕊
　
恒
…
嘗
と
は
舞
の
も
の
で
瑠
。
、
号
竿
透
し
て
董
ル
、
3
オ
藁

琴
峯
．
・
見
丁
ル
も
、
診
渋
妻
の
讐
霧
な
原
因
は
、
傍
宗
　
に
し
て
も
、
憂
び
奮
笹
・
、
葺
に
と
嘉
れ
蒔
慈
ひ
た
む
彪
愛
す

薮
へ
の
復
帰
即
ち
彼
の
回
心
で
あ
つ
て
坂
神
の
念
の
あ
つ
い
毒
と
の
結
婚
　
る
蓼
昌
の
雷
に
入
れ
る
書
し
て
猪
突
猛
進
す
る
。
重
に
蕊
ら
良

、
や
、
ル
イ
茜
世
の
史
寒
の
任
纂
の
奴
き
外
的
事
情
、
及
警
く
の
轍
の
　
己
反
省
禦
震
は
な
い
。
げ
黍
講
物
架
麓
蓄
た
て
ら
れ
て
い
畠
D

非
欝
倒
に
よ
ヴ
・
幽
作
家
の
篶
録
気
が
さ
し
た
と
い
う
様
な
原
因
は
・
　
の
愛
欲
的
廼
を
充
た
そ
う
と
密
。
之
に
反
ル
て
7
、
玉
査
、
恋
の
痛

冥
繧
難
餐
歓
鑛
陥
礪
卿
心
紛
み
に
．
㏄
っ
惚
鰭
欝
翻
羅
擁
嫡
纏
知
鶴
灘
弥

ラ
結
あ
次
男
と
し
で
生
ま
れ
た
ル
イ
・
h
・
フ
シ
曳
は
、
誘
奮
、
，
い
な
が
ら
も
、
’
霧
の
景
を
何
と
か
し
て
制
御
し
隆
穿
ゐ
．
°
悪
器

曾
あ
ポ
で
・
父
親
の
劇
作
引
退
に
つ
い
て
次
の
如
く
言
つ
て
い
る
。
°
　
・
令
に
従
や
り
と
す
る
。
フ
。
叢
ル
繁
ワ
ロ
あ
言
・
つ
ご
と
X
、
正
し
く
・

　
　
「
私
σ
父
禦
・
子
驚
代
忌
の
窪
満
た
さ
れ
葎
大
集
教
的
穰
　
含
・
奮
貴
℃
。
・
ゆ
血
・
∴
昌
。
。
・
．
・
信
。
ζ
、
。
》
な
の
で
あ
る
。
「
、
心
の
申
肇
口
蒸
そ
．

，
は
・
、
長
い
闘
心
の
奥
に
潜
ん
だ
ま
ま
で
い
た
が
、
究
然
そ
の
眼
を
覚
ま
す
ご
乏
　
う
と
す
る
意
志
に
満
§
れ
て
い
な
が
ら
、
邪
欲
と
い
・
つ
宿
命
泥
と
ら
わ
れ
て

権
つ
た
疲
は
難
祭
《
§
。
書
臥
　
蒼
ぴ
謬
で
あ
る
馨
認
め
、
し
ま
う
た
フ
。
ゼ
ド
ル
は
、
奎
ま
混
弱
い
人
聞
で
あ
り
、
遂
壕
の
破
謬

而
も
自
分
が
・
恐
ら
く
そ
の
中
で
、
最
も
危
険
な
人
物
で
あ
ろ
う
と
い
毒
脅
招
く
事
壕
る
．
こ
の
懸
・
ソ
ヤ
量
｝
三
ム
讐
彩
が
、
楚
陰
了
煤
・
η

認
め
た
。
彼
は
・
．
悲
劇
は
も
う
書
く
ま
い
と
決
心
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
詩
さ
　
　
ル
》
に
於
い
て
強
調
き
れ
て
い
ち
の
で
あ
る
が
、
ヒ
の
事
実
だ
げ
で
｝
フ
シ
ー
ヌ

へ
作
胤
ま
い
と
心
に
誓
つ
た
。
硬
に
厳
正
な
梅
峻
に
よ
つ
て
，
渦
去
の
ま
ち
が
　
　
　
の
側
心
を
充
分
説
明
出
来
％
と
考
え
喝
壌
は
出
来
な
い
℃
こ
の
様
な
宿
命
論
は

噂
雛
欝
等
と
諮
阪
諺
灘
噸
入
ろ
逗
す
る
零
蜜
垂
影
鋒
簿
齢
雛
範
鰭
錦

以
上
見
℃
き
鎗
犬
、
島
ま
で
の
夢
霞
肌
退
の
原
因
に
関
す
嘉
ん
　
－
ヌ
は
あ
適
シ
ャ
鮒
思
想
か
急
影
響
を
受
け
た
宏
考
え
歪
亡
奮
来

ど
総
讐
薯
つ
て
よ
嫁
愁
、
事
シ
儀
の
回
心
と
い
・
彙
に
そ
の
最
　
る
か
ら
で
奮
。
、
，
　
・
・
∵
°
°
ー
．
　
，
㌦
、
二
h
∴
一
，
電

ん
コ
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
ロ
　
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
の
論
拠
露
い
て
い
、
る
。
今
・
ざ
ル
畝
姦
機
と
し
で
、
ラ
シ
曳
嫉
　
さ
て
姿
、
奮
・
レ
ピ
ル
v
の
，
暮
書
よ
り
、
∂
滞
溢
身
の
声
を

馨
嶽
載
卿
罐
警
罫
轍
縦
馨
謙
靴
鱒
榔
轄
籍
品
際
蒲
ら
灘
表
一
が
髄
藷
謬

㌍
そ
ド
ル
の
キ
妾
ト
驚
籍
と
、
《
フ
罷
慈
の
幕
器
が
，
「
確
か
に
言
え
る
譲
、
私
が
此
馨
晶
以
老
く
漁
．
．
⊆
の
強
調
さ
れ
窓

そ
の
確
実
無
難
と
養
芸
。
・
　
　
　
　
　
　
　
耐
は
ま
暮
い
誤
な
炉
と
い
う
事
で
あ
ゑ
あ
作
・
翠
は
．
守
し
窮
で

妻
・
ナ
素
ル
の
曝
喜
は
奪
“
頃
露
》
瀦
の
黛
葵
物
曾
も
厳
心
ズ
罰
書
軍
、
犯
墾
犯
そ
意
い
毒
な
る
考
え
鷲
で
も
脚
，
犯
罪



そ
の
も
の
意
急
う
し
誉
眺
盈
れ
で
い
葺
卸
蓄
吃
警
量
ほ
．
ご
祭
つ
幕
欝
・
警
昏
磐
持
つ
慰
」
豪
教
と
翌
し
奈
筈
は

真
の
．
書
…
、
。
、
と
考
え
乳
、
署
鼠
は
そ
憂
よ
っ
霧
ず
る
心
の
乱
　
烹
、
．
．
藩
宥
的
を
讐
て
い
蚕
を
強
調
心
て
い
，
る
の
で
あ
る
。
要
落

れ
す
べ
て
を
示
す
為
に
し
か
描
か
れ
て
い
な
炉
。
魑
そ
し
て
≦
8
は
ゼ
こ
で
も
、
　
　
に
h
惹
の
．
領
伽
諭
9
　
で
ナ
ヴ
牛
ヌ
ば
、
劇
作
家
で
虜
る
事
を
悔
い
て
も
い
な

毒
遷
．
停
の
醜
さ
姦
も
せ
、
且
つ
そ
れ
を
憎
ま
せ
逸
彩
黛
ら
聾
し
　
け
れ
ば
、
°
過
去
の
藩
が
真
違
つ
で
い
た
之
い
う
反
省
も
し
て
婁
い
。
唯
暗

加
る
．
そ
れ
が
正
し
く
、
公
共
の
絶
働
い
で
い
る
人
の
暴
す
べ
き
目
標
で
　
淀
、
率
ル
．
・
ワ
イ
ヤ
ル
嶺
蟹
た
恕
い
．
惹
寝
認
謄
馨
が

あ
る
。
，
そ
し
て
こ
れ
が
、
初
期
の
悲
劇
詩
人
が
何
に
も
ま
し
て
、
心
掛
け
て
い
　
　
　
そ
れ
は
破
が
回
心
を
す
み
か
ら
と
ね
う
条
件
に
よ
つ
て
で
は
な
く
、
演
劇
が
宗

た
も
の
で
あ
る
っ
彼
等
の
劇
場
は
、
噂
哲
学
者
の
学
校
罵
劣
ら
ず
く
ゆ
ニ
メ
の
教
　
　
　
教
と
矛
循
す
る
も
め
で
は
な
い
と
炉
う
論
拠
κ
よ
ワ
て
で
あ
る
。
こ
の
箕
零

熟
ら
れ
る
学
校
で
あ
完
、
．
だ
か
ら
ア
妾
ド
テ
レ
”
煮
、
劇
詩
の
法
則
を
作
．
・
。
。
は
昌
弁
護
論
で
あ
り
、
演
劇
肯
定
論
濡
る
、
誘
繕
仰
の
道
に
這

．
つ
嘘
の
で
あ
冷
し
、
叉
哲
贈
者
の
中
で
最
も
賢
明
な
ソ
ク
汐
テ
ス
は
困
ユ
ー
り
　
　
入
ろ
う
と
ゆ
る
意
志
は
微
塵
略
風
み
と
る
事
は
樹
来
な
い
。
㌦
、
　
　
　
．
．

ぜ
三
の
悲
劇
に
手
を
つ
け
暴
を
軽
蔑
し
ぶ
つ
だ
の
で
あ
る
。
我
々
の
作
　
ル
イ
，
一
フ
・
￥
煮
、
辱
《
フ
．
d
ド
輩
忙
よ
そ
ア
ル
・
レ
ζ
フ
シ
ト
タ

晶
も
、
こ
れ
ら
の
祷
人
の
そ
れ
と
同
じ
様
に
、
樫
実
で
府
益
な
教
え
に
充
た
遠
　
　
と
が
和
解
す
ゐ
運
び
に
な
つ
た
状
況
を
］
≦
邸
ヨ
。
貯
窃
の
中
に
記
述
し
て
い
る
。
ボ
「

．
れ
る
崇
謬
し
い
葱
ち
く
そ
れ
こ
そ
が
、
悲
劇
と
、
敬
慶
及
び
宗
教
毒
ウ
▽
哲
ツ
㍗
ヌ
編
集
と
し
て
巷
て
謬
た
道
を
歩
ん
で
唱
る
0

愚
議
で
名
高
い
多
み
人
々
ど
を
和
蟹
せ
る
一
方
法
で
あ
ろ
う
。
．
，
　
や
懸
い
事
を
示
す
為
に
《
7
・
－
ド
ル
》
婁
ル
ス
あ
肇
読
ん
だ
謄
μ

履
等
は
、
近
年
悲
砦
非
欝
撃
し
た
が
、
若
し
劇
作
家
が
観
衆
を
楽
し
ま
　
ア
ル
《
は
《
、
一
．
櫛
・
・
嬢
．
。
、
．
団
昌
冨
8
。
昌
榊
。
▽
と
叫
廃
と
か
藁
で
槍
。

馨
と
同
芝
教
奄
と
誓
馨
考
え
、
」
そ
の
事
の
中
に
、
悲
劇
の
真
の
目
　
《
フ
．
ト
ル
》
が
ジ
膨
セ
ニ
ス
あ
偉
大
姦
訓
姦
え
て
い
る
事
を
、

蘭
を
追
求
し
て
有
サ
ぼ
、
必
ず
悲
劇
を
ば
も
つ
之
好
意
的
に
判
断
す
る
よ
う
に
　
　
　
ア
ル
ノ
ー
自
身
が
認
め
た
の
で
あ
ゐ
。
彼
が
今
ま
で
持
つ
て
い
た
演
劇
は
悪
で
「

な
乃
で
あ
ろ
議
。
」
い
．
　
い
　
．
　
　
～
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
あ
る
と
い
う
説
を
撤
圓
し
、
演
劇
の
存
在
価
値
を
肯
定
心
た
訳
で
あ
る
。
だ
か

　
テ
シ
∵
ヌ
は
く
讐
ε
を
称
揚
し
く
幕
を
憎
む
事
を
、
劇
作
家
の
真
の
目
酎
　
　
ら
こ
の
二
人
の
和
解
の
原
因
を
ヘ
ラ
シ
ー
ヌ
の
回
泌
に
求
め
嶋
の
濾
誤
り
で
あ
、

と
じ
た
。
劇
作
家
は
人
を
楽
し
ま
せ
る
と
同
時
に
、
人
を
教
化
す
る
と
い
う
教
　
　
つ
て
、
・
ラ
シ
」
ス
の
演
劇
論
ガ
認
め
ち
れ
た
と
い
う
事
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら

育
的
認
を
健
ぬ
ば
書
な
い
の
で
あ
る
。
㌧
マ
〒
・
は
塗
・
コ
ド
ル
V
な
塊
．
　
♂
ジ
ド
一
，
’
、
溺
．
°
、

と
い
う
作
品
に
よ
つ
て
そ
れ
を
実
証
し
た
の
で
あ
る
。
「
《
フ
ェ
ー
ド
．
ル
V
は
人
　
　
　
　
で
億
何
故
ラ
シ
」
ヌ
ば
吋
こ
の
様
な
倫
理
的
・
．
宗
教
的
問
題
を
扱
つ
だ
窟
－

に
居
浮
る
蚕
誕
、
「
・
・
碁
籔
科
書
の
役
馨
果
す
の
で
あ
る
。
　
心
書
を
愚
た
の
で
あ
ろ
嘉
。
キ
リ
ス
ト
教
の
勢
力
の
禁
つ
た
＋
善

そ
の
よ
う
に
劇
作
家
と
い
う
巳
ヨ
①
け
♂
竺
商
樋
し
て
、
ラ
シ
ー
ー
ヌ
は
人
類
の
偉
大
・
　
紀
に
於
い
て
臓
馬
度
学
①
衙
に
楚
炉
て
も
、
倫
理
鴇
道
徳
の
問
題
は
一
般
揖
入

な
る
教
師
た
る
事
を
嶺
任
し
、
劇
は
人
澗
を
堕
落
音
せ
る
む
の
雌
は
な
ぐ
、
却
つ
，
　
の
強
い
欄
心
の
的
で
あ
つ
た
。
．
聖
職
者
や
キ
リ
瀕
事
教
徒
の
演
劇
に
対
す
る
道
5

て
人
間
に
偉
大
な
る
教
訓
を
与
晩
得
る
と
注
膿
し
ズ
い
る
の
悔
あ
る
。
そ
ル
て
　
　
徳
鮒
批
醐
は
相
当
厳
レ
ぐ
、
・
作
塚
は
常
に
そ
の
糠
な
批
判
範
答
え
る
必
要
が
あ



つ
た
。
《
フ
ェ
ー
ド
ル
》
の
℃
み
賊
8
も
そ
の
様
な
時
代
的
要
求
の
産
物
で
あ
　
　
　
o
一
器
ω
。
・
ξ
一
p
≦
①
。
二
。
。
・
O
β
く
茜
α
q
9
血
・
』
。
昌
国
碧
言
。
）
こ
の
理
性
と
い

る
。
ラ
シ
ー
ヌ
は
こ
の
℃
㌫
審
8
　
に
よ
つ
て
、
演
劇
の
真
の
意
図
と
宗
教
と
　
　
　
う
の
は
、
ル
イ
の
考
え
で
は
、
父
が
過
去
の
迷
つ
た
生
活
か
ら
、
真
の
救
い
を

は
両
立
す
る
事
を
示
し
た
の
で
あ
つ
て
、
彼
が
宗
教
信
仰
へ
這
入
る
事
を
宜
言
　
　
　
求
め
う
る
慶
敬
な
生
活
の
導
き
手
と
し
て
の
理
性
を
意
味
し
て
い
る
。
ル
イ
は

し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
事
実
、
ラ
シ
ー
ヌ
は
《
フ
ェ
ー
ド
ル
》
制
作
以
後
と
　
　
父
の
回
心
後
の
救
い
へ
の
努
力
の
み
を
強
調
し
、
一
切
の
利
害
打
算
や
恋
情
を

錐
も
、
常
に
劇
や
詩
に
対
す
る
誘
惑
に
貞
け
て
い
る
。
ル
イ
・
ラ
シ
ー
ヌ
さ
　
　
捨
て
去
つ
た
純
粋
に
宗
教
的
見
地
か
ら
、
父
の
結
婚
を
解
釈
し
て
い
る
。
さ
て

へ
、
父
ラ
シ
！
ヌ
は
《
フ
ェ
ー
ド
ル
》
以
後
も
《
甘
三
α
q
曾
8
2
日
9
ξ
置
。
》
や
、
　
此
の
頃
の
ラ
シ
ー
ヌ
に
は
、
ル
イ
が
言
つ
て
い
る
程
の
宗
教
心
は
無
か
つ
た
事

《
≧
8
ω
器
》
や
、
《
O
⑦
島
℃
。
》
等
の
悲
劇
を
書
こ
う
と
し
て
い
た
と
、
彼
の
　
　
を
前
節
で
述
べ
た
が
、
こ
の
理
性
に
よ
る
結
婚
に
も
、
宗
教
的
目
的
以
外
の
他

］
≦
伽
日
○
陣
憎
。
ω
の
中
で
述
べ
て
い
る
。
。
更
に
、
R
・
ピ
カ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
一
六
七
　
　
　
の
理
由
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
名
誉
と
快
楽
と
を
求
め
て
立
身
出
世
を

七
年
の
所
謂
ラ
シ
ー
ヌ
の
圖
心
後
五
年
を
経
て
、
ラ
シ
ー
ヌ
は
マ
ン
ト
ノ
ン
夫
　
　
　
し
て
き
た
ラ
シ
ー
ヌ
で
あ
る
。
一
六
七
七
年
に
彼
は
完
全
に
世
俗
的
欲
望
を
た

人
の
依
頼
に
応
じ
て
、
《
O
げ
三
。
α
。
雷
蝕
δ
昌
》
を
書
く
事
を
承
諾
し
た
。
　
　
ち
き
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
彼
の
結
婚
と
世
俗
的
欲
望
と
を
関
連

又
宗
教
的
色
彩
の
殆
ん
ど
な
い
プ
ラ
ト
ン
の
《
b
d
き
ρ
¢
9
》
の
翻
訳
を
や
り
、
　
　
　
づ
け
る
事
は
出
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ

更
に
一
六
八
七
年
に
は
、
彼
の
悲
劇
の
全
集
を
発
行
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
　
　
　
　
十
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
社
会
に
於
い
て
は
、
家
柄
と
か
身
分
の
持
つ
意
義
は
頗

一
六
ゼ
七
年
以
後
と
い
え
ど
も
、
ラ
シ
ー
ヌ
は
生
ま
れ
つ
き
持
つ
て
い
た
文
学
　
　
　
る
大
で
あ
つ
た
。
如
何
な
る
財
産
家
と
錐
も
、
貴
族
に
な
ら
な
け
れ
ば
社
会
的
　
　
1
2

創
作
の
欲
望
を
完
全
に
仰
え
る
事
は
出
来
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
一
六
七
七
年
　
・
に
認
め
ら
れ
る
と
い
う
事
は
少
な
か
つ
た
。
ラ
シ
ー
ヌ
の
結
婚
も
此
の
様
な
社

は
何
も
ラ
シ
ー
ヌ
の
精
神
的
一
大
転
換
期
で
は
な
い
。
劇
作
引
退
に
よ
つ
て
、
　
　
　
会
的
背
景
に
立
つ
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
R
・
ピ
カ
f
ル
に
よ
る
と
げ
o
口
鳥
言

ラ
シ
ー
ヌ
は
隠
遁
者
の
如
く
、
俗
界
か
ら
離
れ
て
臓
悔
の
生
活
を
送
る
よ
う
に
　
　
　
な
結
婚
は
当
時
の
ラ
シ
ー
ヌ
に
と
つ
て
最
も
時
宜
に
適
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。

な
つ
た
の
で
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
故
な
ら
、
ラ
シ
ー
ヌ
は
ま
だ
確
実
で
は
な
い
に
し
て
も
、
ル
イ
十
四
世
か
ら

　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
史
官
と
い
う
名
誉
あ
る
職
を
授
け
ら
れ
る
と
い
う
事
が
わ
か
つ
て
い
た
の
で
、

　
前
節
に
於
い
て
、
ラ
シ
ー
ヌ
は
《
フ
ェ
：
ド
ル
》
を
転
機
と
し
て
、
劇
作
家
の
　
　
少
く
と
も
外
観
は
宮
廷
に
於
い
て
恥
つ
か
し
く
な
い
も
の
が
必
要
で
あ
つ
た
か

生
活
か
ら
引
退
す
る
意
志
を
持
つ
て
い
な
か
つ
た
事
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
　
　
　
憩
で
あ
る
。
身
元
の
は
つ
き
り
し
た
家
柄
の
立
派
な
女
性
と
の
結
婚
に
ょ
つ
て

《
フ
ェ
ー
ド
ル
》
初
演
と
同
年
に
、
結
婚
生
活
に
は
い
り
、
ル
イ
十
四
世
の
史
　
　
　
ラ
シ
ー
ヌ
は
、
自
分
の
女
優
と
の
い
か
団
わ
し
い
過
去
の
関
係
も
人
は
大
目
に

官
に
な
つ
た
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ル
イ
・
ラ
シ
ー
ヌ
は
父
親
　
　
見
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
又
演
劇
の
世
界
で
得
た
名
声
も
損
わ
ず
に
す
む
で

の
結
婚
に
関
し
て
次
の
如
く
轡
い
て
い
る
。
「
彼
が
結
婚
を
す
る
決
心
を
し
た
　
　
　
あ
ろ
う
と
老
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
演
劇
の
世
界
で
得
た
財
力
で
も

時
は
、
妻
の
撰
択
に
は
恋
愛
も
利
害
関
係
も
全
然
与
つ
て
い
な
か
つ
た
。
彼
は
　
　
　
つ
て
、
宮
廷
に
は
い
り
う
る
高
い
社
会
的
身
分
を
買
い
と
つ
た
の
で
あ
る
。
ロ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

そ
の
よ
う
な
重
大
な
事
柄
に
関
し
て
は
理
性
に
の
み
相
談
し
た
…
。
」
（
ζ
伽
日
－
　
　
か
る
理
由
で
、
彼
は
昔
か
ら
の
し
つ
か
り
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
で
後
に
貴
族
に
列



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
ら
れ
た
者
の
娘
と
結
婚
し
た
の
で
あ
る
。
彼
女
は
実
に
敬
神
の
念
の
深
い
婦
　
　
が
ユ
ゼ
ー
ス
の
叔
父
の
と
こ
ろ
へ
行
つ
た
の
も
、
結
局
聖
職
禄
を
も
ら
う
と
い

人
で
、
ラ
シ
ー
ヌ
と
は
全
く
反
対
の
性
格
の
持
主
で
あ
つ
た
叫
ル
イ
に
よ
れ
ば
、
　
　
う
経
済
的
目
的
の
為
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
こ
の
野
心
は
、
彼
の
劇
作
品
の
相
次

彼
女
は
、
ラ
シ
ー
ヌ
の
よ
う
な
偉
大
な
劇
詩
人
と
結
婚
し
な
が
ら
、
「
女
性
韻
と
　
　
ぐ
成
功
に
よ
つ
て
成
就
さ
れ
た
。
だ
か
ら
史
官
任
官
に
つ
い
て
は
、
物
質
的
野

男
性
韻
と
の
区
別
も
知
ら
ず
、
夫
の
書
い
た
悲
劇
作
品
を
読
ん
だ
事
も
見
た
事
　
　
　
望
以
外
の
他
の
理
由
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
生
活
の
安
定
と
い
う
事
は

も
な
か
つ
た
。
」
（
］
≦
伽
日
。
貯
9
。
。
ξ
冨
≦
。
9
騨
O
g
〈
鎚
α
q
①
゜
。
山
。
』
。
p
b
　
　
ラ
シ
ー
ヌ
の
初
期
に
於
い
て
は
大
き
な
関
心
事
で
あ
つ
た
が
、
一
六
七
七
年
頃

男
8
言
。
）
，
然
し
ラ
シ
ー
ヌ
に
と
つ
て
は
、
性
格
の
相
違
は
問
題
で
は
な
か
つ
　
　
に
は
、
彼
の
経
済
的
安
定
は
確
立
さ
れ
て
い
た
。
別
に
史
宮
に
な
ら
な
く
て
も

た
。
社
会
的
地
位
、
宮
廷
に
這
入
り
う
る
休
裁
の
み
が
彼
の
心
を
占
め
て
い
　
　
彼
は
充
分
生
活
を
楽
し
め
る
だ
け
の
収
入
の
地
盤
は
築
い
て
い
た
。

た
。
つ
ま
り
、
こ
の
結
婚
は
史
官
と
し
て
ル
イ
大
王
に
出
仕
す
る
下
準
備
と
考
　
　
　
　
で
は
如
何
な
る
目
的
で
、
彼
が
情
熱
を
傾
け
て
い
た
演
劇
の
世
界
か
ら
引
退

え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ラ
シ
ー
ヌ
の
野
心
に
は
、
物
質
欲
と
共
に
名
誉
欲
も
か

　
次
い
で
史
官
任
官
に
つ
い
て
も
ル
イ
の
言
葉
を
引
用
し
て
み
よ
う
。
　
　
　
　
　
な
り
あ
つ
た
。
物
質
欲
が
充
た
さ
れ
る
と
、
名
誉
欲
が
頭
を
も
た
げ
て
く
る
の

　
「
私
の
父
は
常
に
自
分
の
救
い
の
事
に
気
を
配
つ
て
い
た
が
、
陛
下
の
思
召
　
　
が
自
然
の
勢
い
で
あ
ろ
う
。
特
に
十
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
、
身
分
制
度

（
史
官
任
官
の
事
）
を
神
の
恩
寵
と
考
え
・
又
こ
の
恩
襲
、
彼
を
、
全
く
詩
　
の
盤
な
社
会
に
於
い
て
は
、
身
分
と
り
つ
も
の
の
持
つ
意
義
は
非
健
大
で

か
ら
離
れ
さ
そ
．
γ
と
し
て
・
こ
の
墨
な
磐
授
け
て
く
れ
た
の
だ
と
思
つ
　
あ
る
。
里
口
の
プ
チ
．
。
フ
ル
ジ
．
．
ワ
で
あ
つ
た
’
フ
ヤ
ヌ
に
、
、
宮
廷
に
於
い
て
將

た
。
」
（
ζ
邸
日
o
即
「
2
ω
母
富
≦
°
°
二
゜
°
・
○
⊆
く
茜
o
q
9
紆
匂
⑦
9
・
昌
菊
8
言
⑦
）
ル
　
　
大
陽
王
の
治
世
の
歴
史
を
書
く
と
い
う
名
誉
あ
る
職
が
提
供
さ
れ
た
の
で
あ

で
ラ
シ
ー
ヌ
は
父
親
を
あ
ま
り
に
信
仰
深
い
立
崇
ら
の
み
眺
め
て
い
る
。
　
る
。
一
フ
シ
虫
に
と
つ
て
は
抵
抗
し
難
い
好
餌
で
あ
つ
た
に
違
い
な
い
。
王
の
史

彼
の
生
ま
れ
は
一
六
九
二
年
で
あ
る
か
ら
・
父
が
五
二
才
の
時
で
全
く
晩
年
の
　
　
官
に
な
る
と
い
う
事
は
社
会
的
地
位
の
大
な
る
進
歩
で
あ
り
、
而
も
そ
れ
は
、

時
代
で
あ
る
・
ル
あ
限
に
直
接
映
じ
た
父
の
姿
は
、
晩
年
の
敬
慶
な
信
仰
に
　
劇
作
家
と
し
て
は
到
底
到
達
し
得
な
い
地
位
で
あ
る
。
一
．
シ
ー
。
の
史
官
に
は

立
帰
つ
た
聖
な
る
優
し
い
父
の
姿
の
み
で
あ
る
。
ル
イ
に
と
つ
て
は
、
父
の
一
　
　
彼
の
名
誉
が
大
き
く
働
い
た
事
は
否
め
な
い
。
ラ
シ
ー
ヌ
は
複
雑
な
性
格
の
人

生
に
わ
た
る
姿
を
客
観
的
に
把
握
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
つ
た
ろ
う
。
ζ
仙
置
－
　
　
間
で
あ
つ
た
。
互
に
相
矛
盾
す
る
性
質
を
す
べ
て
一
つ
の
体
に
包
容
し
て
い
た
。

o
冨
。
。
に
現
わ
れ
た
父
ラ
シ
ー
ヌ
の
姿
は
、
特
に
彼
の
宗
教
的
な
面
が
強
調
さ
　
　
彼
は
崇
高
な
詩
人
で
も
あ
れ
ば
、
全
く
の
俗
人
に
も
な
り
切
れ
る
人
物
で
あ
つ

れ
す
ぎ
た
感
が
あ
る
。
こ
の
点
ζ
伽
日
o
ぎ
。
。
を
読
む
時
は
、
注
意
す
る
必
要
　
　
た
。
優
し
き
ラ
シ
ー
ヌ
で
も
あ
れ
ば
、
辛
刺
な
毒
舌
を
弄
す
る
ラ
シ
ー
ヌ
懇
も

が
あ
る
と
思
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
様
な
異
質
の
性
質
が
、
彼
の
心
の
中
で
互
に
斗
い
を
続
け
、

　
さ
て
、
史
官
任
官
に
つ
い
て
の
ル
イ
の
解
釈
は
否
定
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
ラ
　
　
或
る
時
は
良
い
点
が
、
或
る
時
は
悪
い
点
が
強
く
前
面
に
押
出
さ
れ
て
く
る
。

洗
ー
ヌ
は
田
舎
の
申
流
ブ
ル
ジ
。
ワ
ジ
ー
の
出
身
で
あ
る
。
而
も
幼
に
し
て
両
　
　
　
史
官
任
宮
の
際
に
は
（
，
詩
人
と
し
て
の
ラ
シ
ー
ヌ
が
後
退
し
、
世
欲
的
欲
望
に

親
を
失
つ
て
い
る
。
経
済
的
独
立
は
早
く
か
ら
彼
の
関
心
の
的
で
あ
つ
た
。
彼
　
　
か
ら
れ
た
ラ
シ
ー
ヌ
が
力
を
得
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
然
し
史
官
は
決
し
て



豊
皮
の
・
・
欝
に
適
す
る
房
で
は
な
か
譲
¢
彼
の
・
・
婁
・
ば
あ
ぐ
．
義
憂
磐
轟
し
雪
亨
る
鍛
は
、
．
疲
魁
ば
番
さ
れ
言
の
”

ま
で
詩
の
方
面
に
の
馨
す
る
参
あ
る
．
・
ボ
ウ
ロ
な
募
の
死
に
馨
運
で
は
な
い
．
更
讐
部
ヌ
某
欝
に
萸
乏
し
て
の
才
能
姦
秦
教

次
の
楚
ル
圭
に
伝
、
凡
て
欲
し
い
善
つ
奮
い
う
事
で
あ
る
ゆ
「
ラ
∀
3
に
は
大
し
で
農
が
暴
な
か
つ
た
。
斐
警
身
も
尋
軒
肱
三
呈
・

ヌ
氏
慮
と
が
、
詩
の
方
面
参
み
し
か
役
立
だ
な
い
身
募
疹
に
、
．
虜
．
究
で
書
募
れ
姦
育
も
、
そ
こ
で
見
た
警
と
構
の
奨
篠
讐

著
に
も
反
し
謹
謬
露
奮
鷲
の
は
、
鍵
残
念
で
し
た
。
」
慰
．
私
は
劣
ど
欝
答
崇
な
く
、
単
な
る
傍
馨
で
み
つ
た
穿
ぎ
な
い
．
」

　
　
　
　
一
，
．
三
＼
　
　
　
」
：
　
．
｝
　
：
　
　
．
、
．
　
（
累
豊
崖
鶏
㌶
≦
・
2
巳
耳
9
・
凝
。
°
・
紆
．
匂
§
．
男
鼠
琶
と
告

　
R
・
ピ
ヵ
d
ル
は
ラ
シ
．
表
の
宗
教
の
性
格
に
圏
つ
い
て
次
の
如
く
言
う
。
．
　
自
し
て
い
る
。
、
ラ
シ
湾
．
・
の
心
は
殆
ん
ど
常
に
、
ギ
リ
シ
ヤ
・
￥
マ
の
古
典

　
「
彼
め
ジ
ヤ
ン
セ
ニ
ス
ム
の
起
搬
は
特
に
家
庭
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
彼
　
　
　
悲
劇
の
方
へ
向
か
つ
て
い
た
喝
勿
論
そ
う
だ
か
ら
ど
い
σ
て
西
彼
が
無
盟
心
な

蕩
に
し
て
受
繕
い
蕪
喋
惚
、
學
的
・
G
㌢
，
す
は
む
し
ろ
社
会
誓
も
、
ポ
幸
・
ワ
イ
ヤ
ル
に
於
い
養
け
奮
㌻
警
い
ス
ム
の
葵

的
二
。
ア
ン
孝
含
ん
で
い
る
ご
蔚
ち
彼
の
信
仰
は
、
父
祖
伝
来
の
家
庭
の
　
が
、
心
の
憂
潜
在
す
る
絃
果
に
な
つ
藁
を
楚
す
る
事
は
出
来
な
い
。
宗

宗
教
を
何
ら
の
批
判
も
な
く
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
つ
て
、
因
襲
的
　
　
ド
教
の
勉
強
に
専
念
し
な
け
れ
ば
な
尉
ぬ
㎡
ト
ル
・
ロ
ワ
冒
㍗
ル
時
代
の
ラ
シ
ー

　
・
習
慣
酌
に
宗
教
の
戒
律
を
守
る
事
に
安
ん
U
て
い
る
い
わ
ば
惰
盤
的
信
仰
で
　
　
　
ヌ
κ
、
文
人
ど
し
て
の
欲
求
が
ひ
つ
く
と
彼
の
体
匹
に
芽
を
も
た
げ
は
じ
砂

塁
翫
織
瓢
聾
犠
羅
蝦
駕
綾
儲
弊
罐
嬬
籏
砦
　
弊
翻
鱈
輻
歓
験
搏
“
擁
醜
辞
甜
諮
郷
畿
禰
編
澱
，

も
れ
な
か
つ
た
。
・
フ
〒
ヌ
の
籔
に
対
す
る
不
確
か
薩
昧
蕪
度
は
、
彼
　
の
詩
に
熱
摺
、
遂
に
は
警
が
断
乎
と
し
て
禁
じ
て
い
る
劇
詩
κ
に
な
ろ
う

・
が
神
蓄
．
哲
学
的
潅
乎
た
垂
磐
持
つ
て
い
な
か
つ
た
ど
い
・
つ
事
の
申
　
奏
心
す
る
。
悲
劇
を
書
く
事
が
彼
の
何
昏
の
望
を
箋
南
仏
ユ
ゼ
ー

に
、
そ
の
嚢
な
原
因
が
存
在
す
る
憂
の
こ
の
様
裡
格
の
繍
は
、
董
　
ス
に
行
つ
藁
磐
毒
り
、
、
職
禄
に
よ
つ
星
活
婁
定
さ
せ
よ
う
と
す
る

を
通
じ
薯
の
ま
に
変
化
葵
暑
訳
っ
た
か
、
そ
の
叢
を
誉
て
み
“
企
て
が
失
整
終
ゑ
、
彼
の
心
に
あ
る
も
の
は
・
隅
蔚
の
鼻
に
於
い

よ
．
つ
。
　
∴
．
．
㌧
、
．
・
．
－
　
．
　
口
　
毫
を
あ
喋
う
雲
る
鍛
の
み
と
な
つ
た
．
姦
に
探
い
敵
蓼
有
し
て

一
フ
ヤ
・
ば
信
仰
深
い
両
親
の
慰
生
ま
れ
、
孤
児
と
な
つ
て
が
ち
も
、
宗
　
い
吾
ジ
セ
羨
ム
．
ば
．
彼
に
と
つ
て
全
く
　
る
さ
昇
在
と
な
つ
た
・
ジ
・

教
、
お
厚
い
軽
に
引
取
盈
て
馨
詫
、
・
ず
ル
・
・
ワ
千
ル
に
於
い
　
ル
セ
震
へ
に
と
ρ
て
は
、
劇
作
家
は
、
《
ぎ
邑
蚤
・
画
δ
看
．
寡
寡
♀

て
三
簡
籍
な
宗
懲
育
を
晋
た
．
言
玄
星
ま
れ
て
替
約
早
5
諮
。
・
．
讐
昌
．
・
建
§
。
一
．
昼
ユ
・
廉
》
で
あ
ゆ
∵
懲
べ
は
い
る
事
も
聖

謙
難
雛
繰
黎
謳
麓
騨
唯
姻
講
騰
鋤
鱒
講
醗
難
購
鞍
論



鯵
罷
誘
難
遜
識
議
購
畿
羅
謎
霧
響
繕
馨
融
備
難
講
羅

ぎ
冨
信
昼
§
書
錫
一
霧
》
，
纂
甘
゜
鑑
・
°
・
費
愚
・
葺
奮
、
9
・
　
な
篠
は
壱
世
紀
に
ば
見
出
さ
れ
な
い
。
芸
術
も
生
活
嘉
び
、
総
て
お
薮

難
欝
繋
籍
欝
グ
断
メ
署
講
鞠
簗
⑳
熱
雛
繍
鰐
暢
馨

繋
欝
難
縫
醗
懸
の
饗
継
鹸
誌
鋭
強
羅
耐
誌
殆
鯵
霧
撫

需
精
駕
断
絶
で
寒
い
・
と
か
う
の
な
ご
フ
シ
浅
昇
の
宗
整
対
す
農
あ
る
鰻
”
畿
つ
て
い
る
．
三
＋
年
前
フ
’
ワ
ン
乏
や
つ
藁
た
器

　
る
憲
は
・
権
乎
た
る
論
甜
・
神
学
的
信
念
獅
藷
た
も
の
で
は
な
く
、
　
あ
桑
が
、
現
在
再
び
フ
一
フ
ン
ス
に
来
三
て
、
懲
・
の
眼
を
墨
つ
て
い
る
．

繍
簸
響
謄
幾
”
姦
蝶
鑛
嘉
麺
蟻
綿
蜂
鷺
難
韓
鞭
靱
焉

み
整
、
辱
姦
蟹
書
皮
相
的
で
奮
ど
の
様
な
感
儒
な
宗
教
は
誰
も
が
欝
し
て
い
る
．
遊
び
楽
し
ん
で
い
る
者
は
殆
ん
ど
㊧
い
遺
に

嫌
悪
と
い
う
も
の
は
・
叉
都
合
が
毒
れ
ば
容
易
鰐
ぶ
教
の
味
方
に
な
る
と
い
　
お
つ
ー
し
た
用
心
深
そ
う
な
餐
さ
へ
卑
h
れ
る
．
特
に
そ
れ
薯
藷
於
・

う
可
聾
を
持
ぞ
い
る
ど
の
讐
意
味
で
は
、
ラ
望
還
ボ
ん
・
・
　
い
霊
だ
し
か
．
－
－
・
フ
一
フ
ン
ス
王
国
蛙
ま
る
で
禦
校
の
籍
藁
し
て
か
・

霧
゜
駄
論
鞭
聴
鰐
ゆ
軽
睡
髪
騒
〔
駄
”
賭
跡
雛
縫
臥
撫
動
総
効
繕
縫
釜

詣
・?
ﾄ
籠
鑓
讐
．
簿
嬬
糠
玩
鵬
鱗
讐
b
郭
繋
擁
難
繕
灘
α

鴛
の
分
履
は
ジ
ゼ
ま
諭
文
学
を
悪
之
蓬
え
坊
に
原
漂
魏
穆
譜
繹
難
踊
勘
糠
護
慰

拠
髪
鞠
灘
難
藤
韓
弗
鮮
弩
匙
魏
舗
琵
塊
厩
難
撚
聾
鋸
髪
．



ル
イ
十
四
世
は
、
聖
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
な
に
も
知
ら
ず
『
宗
教
の
外
皮
』
　
　
　
　
　
U
。
一
9
象
く
。
臥
。
P
傷
。
昌
α
。
p

（
サ
ン
・
シ
モ
ン
）
だ
け
し
か
も
つ
て
い
ず
、
マ
ン
ト
ノ
ン
夫
人
や
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
　
　
　
　
　
ピ
⑦
旨
鋤
、
ρ
‘
⑦
鵠
。
旨
℃
『
‘
昌
一
9
り
㌧
9
一
ゆ
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

に
よ
れ
ば
『
地
獄
を
恐
れ
る
』
だ
け
の
も
の
で
し
か
な
か
つ
た
。
己
　
ラ
シ
ー
ヌ
の
　
　
　
　
　
　
弓
。
ξ
昌
．
①
け
彗
⑦
覧
ζ
ω
℃
。
窪
。

信
仰
も
ル
イ
＋
四
世
の
信
仰
の
籍
に
よ
く
似
て
い
る
。
所
謂
一
六
七
葦
の
　
ラ
シ
虫
は
、
彼
の
劇
作
家
と
し
て
の
生
活
の
初
め
か
、
b
、
窪
多
数
の
敵

’
ン
ヴ
・
ル
シ
・
ン
に
お
い
て
は
・
彼
の
心
に
急
激
の
精
神
革
命
が
起
つ
て
い
　
を
持
ち
続
け
た
が
、
」
エ
ハ
九
〇
年
代
．
の
彼
の
敵
は
、
ラ
シ
麦
の
ぎ
…
鼠
，

る
の
で
は
な
い
。
唯
外
面
的
に
、
劇
作
の
世
界
を
去
つ
て
史
官
と
七
て
宮
廷
人
　
　
　
く
9
剛
§
と
い
ゐ
事
を
申
心
に
し
て
悪
口
を
言
つ
て
い
る
。
い
つ
の
世
に
於
い
て

の
生
活
を
す
る
と
い
う
転
換
だ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
真
の
意
味
に
於
い
て
は
、
　
　
も
人
の
成
功
を
妬
む
者
は
多
い
。
ラ
シ
ー
ヌ
の
二
つ
の
宗
教
劇
は
大
成
功
を
慣
・

一
六
七
七
年
に
ラ
シ
ー
ヌ
は
回
心
し
た
の
で
は
な
い
。
R
・
ピ
カ
ー
ル
は
い
み
　
　
し
、
又
一
六
九
一
年
に
は
、
彼
は
σ
q
窪
ユ
臣
o
B
日
。
。
弓
隻
昌
9
一
同
。
に
列
せ
ら
れ

じ
く
も
言
つ
て
い
る
。
「
ラ
シ
ー
ヌ
は
一
六
七
七
年
に
冨
旨
o
巳
。
を
離
れ
　
　
た
。
こ
れ
に
よ
つ
て
ラ
シ
ー
ヌ
は
、
嫉
妬
さ
れ
種
々
の
悪
口
を
受
け
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

る
の
で
は
な
く
て
・
毒
B
o
巳
。
を
離
れ
る
の
で
あ
ボ
。
」
と
。
　
　
　
　
　
　
ち
う
が
、
特
に
彼
の
偽
善
と
い
う
事
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
彼

ニ
ハ
八
九
年
及
び
一
六
九
一
年
に
、
夫
々
、
《
エ
ス
テ
ん
》
及
び
《
ア
タ
　
の
信
仰
が
王
に
媚
び
る
こ
と
か
ら
発
し
て
」
い
た
と
リ
フ
事
を
証
す
る
誉
思
わ

難
蘇
縁
耀
離
携
ソ
議
騨
雛
鳩
麟
轍
れ
％
ポ
九
八
年
三
月
四
日
付
の
ー
ノ
美
人
に
宛
て
た
手
紙
で
・
　
絡

き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
蛋
も
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
　
。
然
し
こ
れ
　
《
－
冨
舞
暮
ρ
§
一
葺
・
・
§
・
。
爵
弓
。
⊆
く
一
。
N
。
昌
言
。
一
6
、
①
斜
牌
二
昌
。

も
・
ラ
シ
ー
ヌ
の
真
に
神
藁
す
る
と
い
う
宗
教
心
の
発
露
で
あ
る
か
ど
う
か
　
…
毒
誓
亘
、
・
熱
ロ
け
℃
◎
⊆
『
一
。
口
け
。
。
ρ
g
。
一
、
国
・
，
目
・
。
。
6
『
。
蹄
。
。
。
噌
α
。
昌
昌
。
．
．

は
疑
わ
し
い
。
一
六
九
〇
年
頃
か
ら
、
ラ
シ
ー
ヌ
は
瀕
り
に
・
貯
g
×
象
く
9
で
　
　
日
①
B
。
号
蕊
蕾
覧
⊆
。
。
℃
。
鋳
け
。
。
。
9
。
。
。
。
、
》
で
あ
る
と
、
自
分
の
信
仰
を
向
負

あ
る
と
い
う
非
難
を
受
け
た
。
特
に
当
時
の
O
冨
霧
8
巳
。
話
は
ラ
シ
ー
ヌ
の
　
　
し
て
い
る
が
、
ル
イ
王
に
対
す
る
不
寵
を
逃
れ
ん
と
す
る
彼
の
心
は
、
同
じ
手

薯
§
旨
甚
゜
露
を
取
扱
つ
た
歌
を
盛
雛
つ
た
。
そ
の
例
を
一
つ
あ
　
紙
の
申
で
《
』
・
℃
三
…
。
⊆
、
℃
．
・
け
。
・
け
①
『
仏
。
§
け
U
一
。
昌
ρ
‘
。
u
。
郭
。
。
。
。
p
拶
凶
、

げ
て
み
よ
　
・
　
　
　
　
　
　
　
．
　
、
　
書
・
昼
§
再
ー
§
げ
。
書
⑦
ρ
信
一
・
。
。
圃
・
・
。
帽
砂
℃
。
。
け
ユ
。
一
簿
8
。
凶
昌
山
『
①

　
　
　
　
U
°
建
奮
碁
碁
q
ρ
　
　
　
’
・
　
　
　
　
　
§
・
。
§
診
と
言
わ
し
め
て
い
る
・
《
一
9
日
。
一
ロ
傷
『
。
ロ
。
¢
＜
§
診
と
は
ツ

　
　
　
　
舅
遷
舅
§
葛
く
°
三
　
　
‘
　
　
　
　
ー
ヤ
ン
芒
三
ム
の
事
で
あ
つ
て
、
・
彼
が
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ト
と
何
の
関
係
も
な
い

　
　
　
　
国
碧
貯
①
曾
嘗
o
昌
く
簿
即
目
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
と
誓
う
事
は
、
正
に
神
を
冒
濱
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
ヴ
か
。
ラ
シ
ー
ヌ
は
神

　
　
　
　
】
）
§
°
。
冨
津
⊆
謬
α
。
°
。
2
〈
臼
゜
。
脚
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
か
ら
見
放
さ
れ
る
事
も
恐
れ
て
い
た
が
、
又
同
時
に
、
ル
イ
王
か
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